
 

長野電鉄屋代線廃止代替バス『屋代須坂線』の運賃改定について 
 

 

 

 

 

平成 24 年４月から運行を開始した屋代須坂線は、沿線３市（長野市、千曲市、須坂

市）の依頼を受けて、長電バス（株）及び（有）シンリク観光が運行しています。 

長電バス（株）では、次の３点に対応するため、屋代須坂線等の協議路線を除く路

線バスの運賃改定を国土交通省に申請し、昨年８月に認可を受けました。 

（１）運転士不足解消を目的とした従業員の待遇改善 

（２）動燃費、部材費を中心とした価格高騰 

（３）コロナ後も完全には回復しない運賃収入 

屋代須坂線については、運行開始の経緯から、沿線３市と協議の上で、鉄道運賃を

踏襲した他路線とは異なる運賃体系を採用していますが、運行を取り巻く環境は他路

線と同様であり、長電バス（株）及び（有）シンリク観光から、運賃改定の申出があ

ったものです。 

 

 

 

これまでの経緯や、沿線地域の住民、特に高校生等の学生にとっては、通学のため

に非常に重要な路線であることを考慮し、次のような点に配慮して運賃改定を行いま

す。 

（１）運賃改定の範囲は短距離区間の最小限に留める 

（２）定期券運賃についてはこれまでと同額に据え置く 

※詳細については、別紙１－２「改定運賃表（案）」のとおり 

 

 

 

 令和７年３月１日（土曜） 

人的作業の軽減及び設定費用の二重投資解消などの観点から、 

ＩＣカードＫＵＲＵＲＵの切り替えに合わせて実施。 

 

 

 

 

 

経緯 

長野電鉄屋代線廃止代替バス『屋代須坂線』の運賃改定を実施するもの 

資料１－１ 

改定内容 

改定実施日（予定） 



 

しなの鉄道しなの鉄道線の屋代駅と長野電鉄長野線の須坂駅の間を当市内の松代地

区、若穂地区を経由して運行しています。 

沿線には、屋代南高校、屋代高校、松代高校、須坂創成高校、須坂高校があり、そ

れぞれの通学に利用されているほか、一部区間では、中学生による通学利用もある路

線となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）運行日 

月曜日から日曜日までの週７日 

（元日運休・運転手不足が解消するまで間は日曜日運休） 

（２）運行本数 

【平日】 

屋代方面行 15 便（須坂〜屋代７便・須坂〜松代５便・松代〜屋代３便） 

須坂方面行 15 便（屋代〜須坂５便・松代〜須坂５便・屋代〜松代５便） 

【土休日】 

屋代方面行 12 便（須坂〜屋代６便・須坂〜松代３便・松代〜屋代３便） 

須坂方面行 12 便（屋代〜須坂５便・松代〜須坂３便・屋代〜松代４便） 

運行内容 

運行経路 



 

 

 

運行に当たっては、国、県と沿線の３市（長野市、千曲市、須坂市）が経費の補助

を行っています。 

利用者数は、コロナ禍によって大きく減少した後、現在まで従前の水準には回復し

ておらず、路線維持のため、令和６年８月には運行本数の減便を実施しています。 

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

運行等経費 119,817,346 113,822,019 107,429,990 108,947,899 112,038,913 

経常収益 43,889,348 35,884,149 36,997,940 38,112,690 37,678,272 

国補助 10,292,500 19,913,600 16,375,000 14,749,000 11,981,000 

県補助 10,292,500 19,913,600 12,958,000 14,749,000 11,981,000 

沿線市補助 55,341,000 38,109,000 53,928,000 41,335,000 50,397,000 

長野市補助 36,969,000 25,457,000 27,454,000 27,613,000 33,666,000 

須坂市補助 8,854,000 6,097,000 6,575,000 6,613,000 8,063,000 

千曲市補助 9,518,000 6,555,000 7,069,000 7,109,000 8,668,000 

利用者数 253,091 239,579 202,833 208,107 213,967 

 

 

 

道路運送法第９条第５項に基づき、運賃改定に対する意見募集を実施しました。 

（１）実施期間 

   令和６年 12 月 16 日（月曜）～令和７年１月６日（月曜） 

（２）募集方法 

   電話、ＦＡＸ、郵送、Ｗｅｂ入力フォームによる 

（３）件数 

   ９件 

（４）内訳 

   【年代別】 

10 歳未満 10 歳代 20 歳代 30 歳代 40 歳代 

０  １  ０  １  ４  

50 歳代 60 歳代 70 歳代 80 歳代 90 歳以上 

０  １  ２  ０  ０  

 

   【性別】 

男 女 非選択 

６ ２ １ 

運行実績 

意見募集の状況 



 

   【居住地域】 

松代地区 若穂地区 その他（市内） その他（市外） 

６ ２ １ ０ 

 

   【利用頻度】 

週に 

３日以上 

週に 

１～２日 

月に 

１～２日 

半年に 

１～２日 
年に１日 

ほとんど 

利用しない 

１  ０  ２  ３  １  ２  

 

（５）個別意見 

年代 性別 居住地域 利用頻度 意見 

60 歳代 女性 若穂地区 月に 

１～２日 

物価が上がっていて、ある程度の値上

げはしょうがない。 

イオンができたら日曜日の運行は復活

するのだろうか。 

ただし、そのせいで他の路線が減便や

廃止になるようなことはやめてほし

い。 

30 歳代 男性 若穂地区 半年に 

１～２日 

このご時世、運賃値上げはやむを得な

いかもしれないけど、日曜日の運行を

早く再開してほしい。 

高校生の部活動にも支障があると思

う。 

イオンができても学生が行くことがで

きない。 

40 歳代 男性 その他地区 

（長野市内） 

半年に 

１～２日 

運賃の値上げは仕方ないとして、そも

そもの話として、バス運転士の不足が

問題で解決できないのだから、利用者

の多いところはＬＲＴとかの軌道系に

転換して、バスは枝線だけにするとか

役割分担をすれば良いのではないか。 

運転士の必要ない自動運転も研究して

ほしい。 

そのくらい発想の転換が必要だと思

う。 

 



 

70 歳代 男性 その他地区 

（長野市内） 

ほとんど 

利用しない 

こんなに補助金をもらっているのに、

夏に減便があって、日曜日も運休して

いて、値上げなんてふざけている。 

鉄道がなくなり、このままだとバスも

なくなってしまうのではないか。 

市内のもう一つのバス会社もここ数年

減便や廃止が続いている。 

株式上場で新聞に全面広告を出す余裕

があるんだったら、これ以上バスをな

くさないでほしい。 

公共交通事業者としての責務を果たし

てください。 

関係者の努力と協力もお願いしたい。 

10 歳代 非選択 若穂地区 週に 

３日以上 

通学で使っています。 

定期券の値段は変わらないと言った

ら、親はホッとしていました。 

イオンができたら乗って行きたいです

が、日曜日は乗れないので不便です。 

日曜日の部活も困っています。 

70 歳代 男性 松代地区 月に 

１～２日 

鉄道時代の運賃のまま運行してきたん

だから、多少の値上げはしょうがない。 

長電が厳しいのなら、長野駅から松代

まで来ているアルピコのバスがそのま

ま屋代まで行けば良いのではないか。 

株式上場で新しくスーパーも開店する

みたいだから好調だろうし、直接長野

駅まで行けるので助かる。 

40 歳代 女性 若穂地区 ほとんど 

利用しない 

自分はあまり利用しませんが、子ども

が通学で利用しています。 

運賃の値上げは痛いですが、定期券の

料金を据え置いてもらえたのは助かり

ます。 

通学時間帯以外はほとんど乗っている

人がいないので、その時間帯はもっと

小さなバスでも良いのでは。 

 



 

40 歳代 男性 その他地区 

（長野市内） 

半年に 

１～２日 

通勤、通学等では利用していませんが、

諸用で年数回利用しています。 

今年の夏にダイヤ改正があり、本数が

減ったばかりですが、あらゆる物価が

高騰する中で、利用者数の減少による

運賃収入の低迷や、低賃金等による運

転士不足を考えると、最低限の運賃値

上げはやむを得ないかと思います。 

ただし、日曜日の運休については、こ

れを期になんとか解消してほしいで

す。 

よろしくお願いします。 

40 歳代 男性 若穂地区 年に１日 ・今回の運賃改定は初乗り・近距離区

間のみの改定、定期券運賃は据え置く

とのことから、やむを得ないと考えま

す。 

・他社も絡む路線だったりするので難

しいとは思いますが、屋代須坂線と並

行している他の路線・区間も屋代須坂

線に合わせたらいかがでしょうか。 

・運賃改定とは関係ありませんが、屋

代須坂線沿線に限らず長野市内のバス

路線再整備の必要性を感じています。 

 (2025 年秋に、須坂市内に大型商業

施設が開業することも絡みます) 

 再整備の際は滅多にバス利用しない

層も含め、幅広く意見の募集をお願い

します。 

 

 

 

 

「運賃協議分科会」での協議が整いますと、運行事業者による国土交通省への申請

が可能になり、運賃改定が実施されます。 

「運賃協議分科会」の協議結果については、「地域公共交通会議」に報告します。 

今後の手続き 


